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平成25年度 農業集落排水事業特別会計 
 

 
【概 要】 

１ 農業集落排水事業について 

経理状況は、歳入総額 188,746,504円、歳出総額 187,119,193円となり、収支差引額は

1,627,311円でした。 

(1) 歳入内訳 

    受益者分担金は、713,320円、使用料等の事業収入は46,717,905円、他会計繰入金

は138,687,000円、財産収入は102,780円でした。 

(2) 歳出内訳 

     農業集落排水事業費 44,553,327円のうち施設維持管理費は 43,785,347円、下水道

債償還となる公債費は142,565,866円でした。 

 

 

２ 農業集落排水整備・普及状況 

(1) 農業集落排水事業は平成4年度から明科地域の4地区で91.3ヘクタールを整備し、

平成13年度に整備は完了しています。 

(2) 農業集落排水の水洗化人口は2,821人で水洗化率91.0パーセントになっています。 

 

 

３ 分担金 

（1）現年                                      

賦課件数 収入済額 収 納 率 

16件 280,000円 100.00％ 

 

  （2）平成25年度不納欠損状況               平成26年3月31日 

  不納欠損事由 件  数 金  額 

地方自治法第236条1項         １件     280,000円 

 

 

４ 使用料（現年） 

使用戸数 汚 水 量 収入済額 収 納 率 

957戸 231,537㎥ 46,298,124円  98.91％ 
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平成 26年度 平成 25年度   
部 上下水道部 部 上下水道部  決算書 

ページ 362 
課 下水道課 課 下水道課  
係等 維持管理担当 係等 維持管理担当   
 

予
算 

款 1 農業集落排水事業費 
総
合
計
画 

基本方針 環境にやさしいまちの形成 
項 1 農業集落排水事業費 主要施策 環境への責任を果たすまち 
目 1 農業集落排水事業費 基本施策 水環境の保全活用 
事業 4200010 施設維持管理費 具体的な施策 下水道整備 

単位：円 
予算現額 ① 決算額(支出済額)② 翌年度繰越額 ③ 不用額①－②－③ 執行率②／① 

44,737,000 43,785,347 0 951,653 97.87％ 

特定財源の合計金額 

左
記
の
内
訳 

細節名 金額 細節名 金額 

46,099,133 

押野地区使用料(現年) 24,979,134 川西地区使用料(滞繰) 213,187 
生野地区使用料(現年) 2,203,610 中村地区使用料(滞繰) 3,780 
川西地区使用料(現年) 15,441,246 督促手数料 28,080 
中村地区使用料(現年) 3,008,862 排水設備確認手数料 15,000 
押野地区使用料(滞繰) 132,434 延滞金 46,500 
生野地区使用料(滞繰) 27,300   

 
主要な施策（事務事業）の成果の概要 

 
・農業集落排水関連施設（処理場、マンホールポンプ場、管渠）の維持管理を(公財)長野県下水道
公社に委託した。（H24～H25債務負担行為） 
  下水道処理施設等維持管理業務委託         委託料 30,078,692円 

 
 ・下水道施設の運転、故障等を遠隔監視するシステムの運用を委託した。 
  下水道施設等広域監視業務委託           委託料  320,935円 
 
・4箇所の農集浄化センター（生野、押野、川西、中村）から発生する余剰汚泥を、穂高クリーン

センターに運搬搬入する業務の委託をした。 

  処理量：1,880ｔ/年                委託料13,035,095円 

 

上記の評価と課題等 

 
処理場をはじめとした下水道施設は施工から年数が経過したことから、修繕費等の維持管理経費

の増大が見込まれるが、適正な運転管理により経費の節減を図る。 
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平成 26年度 平成 25年度   
部 上下水道部 部 上下水道部  決算書 

ページ 362 
課 下水道課 課 下水道課  
係等 維持管理担当 係等 維持管理担当   
 

予
算 

款 1 農業集落排水事業費 
総
合
計
画 

基本方針 環境にやさしいまちの形成 
項 1 農業集落排水事業費 主要施策 環境への責任を果たすまち 
目 1 農業集落排水事業費 基本施策 水環境の保全活用 
事業 4200020 一般管理費 具体的な施策 下水道整備 

単位：円 
予算現額 ① 決算額(支出済額)② 翌年度繰越額 ③ 不用額①－②－③ 執行率②／① 

803,000 767,980 0 35,020 95.64％ 

特定財源の合計金額 左
記
の
内
訳 

細節名 金額 細節名 金額 

767,980 
押野地区使用料(現年) 665,272   
農集建設基金利子 102,708   
    

 
主要な施策（事務事業）の成果の概要 

 
・農業集落排水事業建設基金運用利子の積み立てをした。 
・平成 24年度課税期間分の消費税及び地方消費税の納付した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記の評価と課題等 

 
 基金の適正運用と消費税等の適正納付を図る。 
  
 

 



- 513 - 
 

平成 26年度 平成 25年度   
部 上下水道部 部 上下水道部  決算書 

ページ 362 
課 下水道課 課 下水道課  
係等 維持管理担当 係等 維持管理担当   
 

予
算 

款 2 公債費 
総
合
計
画 

基本方針 環境にやさしいまちの形成 
項 1 公債費 主要施策 環境への責任を果たすまち 
目 1 元金 基本施策 水環境の保全活用 
事業 4200040 元金 具体的な施策 下水道整備 

単位：円 
予算現額 ① 決算額(支出済額)② 翌年度繰越額 ③ 不用額①－②－③ 執行率②／① 

101,077,000 101,076,645 0 355 100.0％ 

特定財源の合計金額 
左
記
の
内
訳 

細節名 金額 細節名 金額 

713,320 

押野地区受益者分担金

(現年度分) 210,000 押野地区受益者分担
金（滞繰繰越分） 274,040 

川西地区受益者分担金 
(現年度分) 70,000 川西地区受益者分担

金（滞繰繰越分） 159,280 

    
 

主要な施策（事務事業）の成果の概要 

 
農業集落排水事業計画に基づき整備した施設の建設費に充当した起債の元金を償還した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記の評価と課題等 

 
 本管整備が完了しているため新規の借り入れはないが、今後数年は償還のピーク時期を迎えるこ

とから、一層の健全財政運営を図る。 
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平成 26年度 平成 25年度   
部 上下水道部 部 上下水道部  決算書 

ページ 362 
課 下水道課 課 下水道課  
係等 維持管理担当 係等 維持管理担当   
 

予
算 

款 2 公債費 
総
合
計
画 

基本方針 環境にやさしいまちの形成 
項 1 公債費 主要施策 環境への責任を果たすまち 
目 2 利子 基本施策 水環境の保全活用 
事業 4200030 利子 具体的な施策 下水道整備 

単位：円 
予算現額 ① 決算額(支出済額)② 翌年度繰越額 ③ 不用額①－②－③ 執行率②／① 

41,490,000 41,489,221 0 799 100.0％ 

特定財源の合計金額 左
記
の
内
訳 

細節名 金額 細節名 金額 

 
    
    
    

 
主要な施策（事務事業）の成果の概要 

 
農業集落排水事業計画に基づき整備した施設の建設費に充当した起債の利子を償還した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記の評価と課題等 

 
 本管整備が完了しているため新規の借り入れはないが、今後数年は償還のピーク時期を迎えるこ

とから、一層の健全財政運営を図る。 
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平成 26年度 平成 25年度   
部 上下水道部 部 上下水道部  決算書 

ページ 362 
課 下水道課 課 下水道課  
係等 維持管理担当 係等 維持管理担当   
 

予
算 

款 3 予備費 
総
合
計
画 

基本方針 環境にやさしいまちの形成 
項 1 予備費 主要施策 環境への責任を果たすまち 
目 1 予備費 基本施策 水環境の保全活用 
事業 4200050 予備費 具体的な施策 下水道整備 

単位：円 
予算現額 ① 決算額(支出済額)② 翌年度繰越額 ③ 不用額①－②－③ 執行率②／① 

300,000 0 0 300,000 0.0％ 

特定財源の合計金額 左
記
の
内
訳 

細節名 金額 細節名 金額 

 
    
    
    

 
主要な施策（事務事業）の成果の概要 

 
 本年度予備費の支出は無かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記の評価と課題等 

 
 
 

 


